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亡

出

 

女

死

転

 

生

入

 

上

金

田

保

育

所

に

 て
 
4
 
月 

13 

日 

左右よく見て横断歩道を渡ろうね 

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
 

「
幼
児
対
象
」
 

口
口
口
口
ロ
口
ロ
口
口
口
口
口
口
 

交

通

安

全

教

室

 

開
 
催
 
さ
 

る
 

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
金
田
町
内
四
ケ
所
の
保
育
 

所
 
（
幼
児
）
 
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
 

田
川
警
察
署
よ
り
警
察
官
、
交
通
巡
視
員
の
方
に
よ
る
正
し
 

い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
ま
ず
止
れ
、
左
右
確
認
な
ど
を
重
 

点
的
に
指
導
さ
れ
、
交
通
安
全
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
 

た。 

一
 

二
 

一
 

和
 
名
（
皐
月
）
 

苗
を
植
え
る
月
、
早
苗
月
 

を
ち
ぢ
め
て
五
月
を
皐
月
 

と
い
う
。
 

1
日
 

メ
ー
デ
ー
 

2
日
 
八
十
八
夜
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憲
法
記
念
日
 

こ
ど
も
の
日
、
児
童
福
祉
週
間
 

立
 

夏
 

愛
鳥
週
間
 

母
 
の
 
日
 

乳
児
育
児
相
談
 

心
配
C
と
相
談
 

「 

5

月

の

こ

よ

み

と

行

事
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赤

字

財

政

再

建

に

 

ご
 
協
 
力
 
を
 
ク】 

金
田
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
 

昭
和
 55 

年
度
の
一
般
会
計
才
入
、
才
 

出
決
算
見
込
み
で
は
、
数
億
の
赤
字
 

が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
 

財
政
再
建
の
為
に
一
部
機
構
の
改
革
 

を
行
い
、
新
し
く
本
年
一
月
企
画
財
 

政
課
が
設
け
ら
れ
、
財
政
面
で
の
集
 

中
管
理
を
行
い
、
赤
字
再
建
に
乗
り
 

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

恥
員
は
勿
論
の
こ
と
、
議
会
の
積
極
 

的
な
御
協
力
と
住
民
各
位
の
御
協
力
 

を
得
て
、
才
出
面
に
於
い
て
、
事
業
 

の
抑
制
、
物
件
費
等
の
節
減
に
努
め
 

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
才
入
面
で
は
国
、
県
に
対
し
 

特
別
交
付
税
の
増
額
、
各
種
事
業
に
 

対
す
る
財
政
援
助
を
強
く
要
請
し
て
 

お
り
ま
す
。
当
初
5
億
数
千
万
円
の
 

赤
宇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

現
在
3
億
数
千
万
円
に
縮
少
さ
れ
つ
 

つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
起
 

債
（
借
金
）
に
よ
る
肩
代
り
が
殆
ん
 

ど
で
あ
り
ま
す
の
で
、
実
質
赤
字
額
 

は
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
最
 

終
決
算
を
み
な
い
と
は
っ
き
り
し
ま
 

せ
ん
が
、
現
時
点
で
の
赤
字
額
は
係
 

数
的
に
は
変
っ
て
き
ま
す
。
 

金
田
町
の
標
準
財
政
規
模
（
金
田
 

町
の
一
般
財
源
の
標
準
規
模
を
い
う
 

）
は
1
0

億
2
5
0
0
万
円
で
あ
り
 

こ
れ
に
対
し
て
2
0

％
以
上
（
2
億
 

5
0
0
万
円
）
の
赤
字
が
出
た
場
 

馴愚選 圏
 

圏
 

浸
 

合
、
あ
ら
ゆ
る
才
出
に
制
限
を
受
け
 

事
業
に
つ
い
て
も
殆
ん
ど
出
来
な
く
 

な
り
ま
す
。
事
業
の
出
来
る
の
は
災
 

害
復
旧
事
業
及
び
同
和
対
策
事
業
の
 

国
庫
補
助
対
象
分
の
一
部
に
限
ら
れ
 

ま
す
。
 
こ
の
赤
宇
比
率
が
 55 

育
度
決
 

算
見
込
み
で
は
、
 
32 

・
3

％
程
度
に
 

な
り
、
当
然
事
業
の
制
限
を
受
け
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

で
は
こ
の
赤
字
を
仮
に
起
債
（
借
 

金
）
等
で
2
億
5
0
0
万
円
以
下
に
 

落
し
た
と
し
て
も
、
公
債
比
率
（
借
 

金
し
た
比
率
）
で
制
限
を
受
け
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
公
債
比
率
が
 

20 

％
以
上
、
 
30 

％
未
満
の
場
合
、
 
一 

般
単
独
事
業
及
び
厚
生
福
祉
施
設
整
 

備
事
業
に
係
る
起
債
〈
借
金
）
が
で
 

き
な
く
な
る
の
で
、
事
業
の
制
限
を
 

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

ま
た
、
 
30 

％
を
越
え
る
と
赤
字
比
 

率
と
同
じ
よ
う
に
事
業
に
つ
い
て
は
 

災
害
復
旧
事
業
及
び
同
和
対
策
事
業
 

の
国
庫
補
助
対
象
分
の
み
に
限
定
さ
 

れ
、
他
の
事
業
は
全
く
出
来
な
く
な
 

り
ま
す
。
こ
の
公
債
比
率
（
借
金
し
 

た
比
率
）
は
通
常
m

％
以
内
が
適
当
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
金
田
町
で
は
 

54 

年
度
 24
 

・
5
％、 

55
 

年
度
で
は
 36
 

・
1
％
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
 

当
然
赤
宇
が
少
な
く
な
っ
て
も
，
色
 

々
と
事
業
に
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

そ
の
一
杯
 

昭
和
 56 

年
度
の
県
庁
見
学
の
 

案
 
内
 
に
 

県
で
は
県
政
に
つ
い
て
十
分
 

な
理
解
と
関
心
を
も
っ
て
頂
く
 

た
め
に
、
県
庁
見
学
者
に
対
し
 

庁
舎
の
案
内
や
県
政
の
概
要
等
 

に
つ
い
て
説
明
を
行
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
本
年
度
は
、
 
11
 

月
に
新
庁
舎
へ
移
転
す
る
関
係
 

か
ら
、
現
庁
舎
の
見
学
希
望
者
 

が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
 

る
た
め
、
見
学
申
し
込
み
を
調
 

整
し
て
案
内
を
す
る
こ
と
と
し
 

て
お
り
ま
す
。
見
学
を
希
望
さ
 

れ
る
方
は
左
記
事
項
に
留
意
の
 

う
え
、
申
し
込
ま
れ
る
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
新
庁
舎
の
見
学
案
内
 

に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
 

申
し
添
え
ま
す
。
 

一
、
現
庁
舎
の
見
学
案
内
は
 56
 

年
9
月
 30 

日
を
も
っ
て
終
 

了
し
ま
す
。
 

一
、
見
学
申
し
込
み
は
予
約
制
 

と
し
 56 

年
9
月
 22 

日
を
も
 

っ
て
受
け
付
け
を
終
り
ま
 

、ノ 

、
 

一 
・ 

《， 

‘し 

一‘ 

三、 

す
。
予
約
の
な
い
場
合
に
 

は
案
内
で
き
な
い
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
の
で
、
御
了
承
 

く
だ
さ
い
。
所
要
時
間
は
 

一
時
間
前
後
で
す
。
 

0
見
学
希
望
者
は
電
話
に
 

よ
り
予
定
日
時
、
団
体
 

名
、
人
鼻
、
代
表
者
氏
 

名
、
連
絡
先
な
ど
を
見
 

学
の
一
週
間
前
ま
で
に
 

福
岡
県
総
務
部
広
報
室
 

公
聴
係
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
 

一
丁
目
一
番
一
号
 

電
話
 
（
〇
九
二
）
七
八
 

一
ー
一
一
一
一
番
 

内
線
（
五
四
六
）
 

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
な
お
申
し
込
み
が
 

集
中
し
た
場
合
は
日
時
 

の
変
更
を
お
願
い
す
る
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

e
申
し
込
み
後
、
見
学
日
 

時
等
を
変
更
す
る
場
合
 

は
、
す
ぐ
に
電
話
で
ご
 

連
絡
下
さ
い
。
 

休

眠

組

合

 の
 
一
括
 

整
 
理
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

昨
年
9
月
に
中
小
企
業
等
協
 
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
 

同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
 
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
設
立
 

る
法
律
（
昭
和
 55
 

年
法
律
第
 79 

き
れ
た
組
合
に
つ
い
て
休
眠
組
 

号
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
 
合
の
一
括
整
理
が
行
わ
れ
る
事
 

い
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
 
に
な
り
ま
し
た
。
 
一
括
整
理
の
 

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
あ
り
ま
 

す
の
で
、
赤
字
再
建
団
体
と
し
て
転
 

落
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
も
の
と
思
い
ま
 

す
。
赤
字
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
 

れ
ば
、
労
働
事
業
及
び
鉱
害
復
旧
事
 

業
は
融
資
（
借
金
）
の
道
が
開
け
、
 

事
業
実
施
が
可
能
か
と
思
い
ま
す
。
 

参
考
ま
で
に
起
債
（
借
金
）
の
状
況
 

を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
次
の
と
お
り
 

で
あ
り
ま
す
。
 

54 

年
度
末
負
債
総
額
 

44 

億
3
0
0
0
万
円
 

55 

年
度
借
り
る
予
定
額
 

9
億
1
8
0
0
万
円
 

55 

年
度
元
利
償
還
金
 

5
億
1
0
0
0
万
円
 

55
 

年
度
末
負
債
累
計
額
 

48
 

億
3
8
0
0
万
円
 

以
上
の
様
な
状
況
か
ら
こ
の
起
債
 

に
対
す
る
元
利
償
還
金
が
翌
年
に
お
 

い
て
義
務
費
と
な
っ
て
、
毎
年
数
億
 

と
い
う
金
額
を
返
済
し
て
い
か
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
現
在
で
 

は
事
業
を
し
な
く
て
も
、
本
町
の
自
 

主
財
源
ま
た
は
一
般
財
源
だ
け
で
は
 

別
記
図
示
の
と
お
り
、
経
常
経
費
も
 

ま
か
な
え
ら
れ
な
い
実
態
に
あ
り
ま
 

す
。
要
す
る
に
事
業
を
全
く
し
な
く
 

て
も
、
日
常
の
業
務
だ
け
で
も
今
の
 

町
の
財
政
状
況
で
は
赤
字
が
出
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
赤
宇
財
政
の
中
で
 56
 

年
度
の
予
算
編
成
が
で
き
ず
、
6

ケ
 

月
間
の
暫
定
予
算
で
住
民
の
皆
さ
ん
 

に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
 

が
、
財
政
再
建
に
御
協
力
方
切
に
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

55 

年
度
才
入
才
出
決
算
状
況
及
び
 

弱
年
度
暫
定
予
算
状
況
は
別
図
の
と
 

お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

に 

対
象
と
な
る
組
合
は
昭
和
 46 

年
 

10 

月
1

日
以
前
に
成
立
し
た
組
 

合
で
あ
っ
て
、
昭
和
 56 

年
 10
 

月
 

1
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
 10 

年
 

の
間
に
一
度
も
登
記
を
し
て
い
 

な
い
組
合
で
す
。
 

こ
の
条
件
に
該
当
す
る
組
合
 

は
、
昭
和
 56 

年
 10 

月
1

日
を
も
 

っ
て
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
 

れ
、
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

組
合
は
、
成
立
時
に
お
い
て
 

必
要
事
項
を
登
記
し
、
そ
の
後
 

そ
の
登
記
事
項
に
変
更
が
あ
っ
 

た
場
合
に
は
一
定
の
期
間
内
に
 

変
更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
事
に
な
っ
て
お
り
、
代
 

表
理
事
に
つ
い
て
同
じ
人
が
再
 

選
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
変
 

更
の
登
記
が
心
要
と
な
り
ま
す
 

し
た
が
っ
て
、
組
合
に
と
っ
 

て
 10 

年
間
に
一
度
も
変
更
登
記
 

の
機
会
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
 

あ
り
得
ず
、
少
な
く
と
も
3
年
 

間
に
一
度
は
必
ず
変
更
登
記
を
 

行
う
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
 

あ
な
た
の
組
合
が
、
も
し
、
変
 

更
登
記
を
忘
れ
て
い
た
な
ら
ば
 

一
日
も
早
く
変
更
登
記
を
行
う
 

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
 

て
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
次
の
 

と
こ
ろ
に
御
間
合
せ
下
さ
い
。
 

O
福
岡
通
商
産
業
局
中
小
企
 

業
第
一
課
 
電
話
（
〇
九
 

ニ
）
四
三
一
ー
一
三
〇
一
 

番
 

e
福
岡
県
商
工
部
商
工
振
興
 

課
 
電
話
 
（
〇
九
二
）
七
四
 

一
ー
七
九
四
八
番
 

経常一般財源収支比較 
「入件費ユ25% 

ヒ禦答』1%~3 

―町悦4.6% 
ー地方譲与税0.5% 
ー自動車取叫税交付金0.4% 
ー地方交付税ク.24% 
一ー交通安全対策特別交付金a〔B% 
ー使用料及手数料1.0% 
ー繰越金0.03% 
ー諸収入0.4% 

55年度決算見込 

才 入弾位百万円） 

わ
る
気
勇
が
 r姦（百万円） 

そ経 
の常 
他経 
の費 

義 

務 

費 

15-

円
 

万
 

百・ 
入
卿
一
経
常
一
般
財
源
 

取
L

】 

一
 

一
 

一
 

「
 

一
 

一
 

ー
ー
ト
ー
ー
か
町
 

「ー初汗買J・り7,, 
，ト紺寺補俸賢0.3% 
ト福助賢等50% 
~繰出金0.7% 

「普通建設事業48.6% 
ト災害復旧事業 1 .9% 
~失業対粟事葉10.9% 

ー国庫支出金 35.2% 
―県支畠金 4.6% 
―分担金及負担金a2% 
ー地 方 債 25'2% 

rJdl費19.17% 

ト携功費 3.16% 

~公債賢20.64% 

う二肯費 
(0妬％、 
1声0（干円〕 

入 歳 
56年度暫定予算 

事
故
を
断
つ
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
、
短
歌
同
好
会
 

【
俳
句
】
 

原
田
 
豊
茂
 

瓜
生
 
女
礼
 

雪
洞
を
消
し
て
雛
の
 

ふ
と
ん
干
し
春
の
匂
ひ
を
 

眠
り
け
り
 

つ
つ
み
込
み
 

岩
野
 
克
芳
 

歳
時
記
に
押
し
花
と
し
て
 

梅
の
花
 

桑
野
つ
る
絵
師
を
偲
び
て
 

二
度
と
見
ぬ
師
の
名
俳
句
 

春
時
雨
 

岡
本
勝
次
郎
 

着
ぶ
く
れ
て
我
が
影
ふ
め
り
 

袋
小
路
 

岡
本
 
清
子
 

春
の
雲
ま
ぶ
し
と
笑
み
て
 

逝
き
給
ふ
 

故
桑
野
つ
る
絵
 

粗
相
な
く
懐
紙
に
受
け
し
 

桜
餅
 

鳥
越
 
美
枝
 

窯
寝
の
か
す
か
に
匂
ふ
 

鉢
の
梅
 

市
川
 
法
子
 

春
月
や
遊
け
き
も
の
を
 

希
望
と
」
9
 

5
月
 17 

日
（
日
）
 

午
前
8
時
 30 
分
 

金
田
町
町
民
体
育
祭
 

雨
天
 
5
月
 24 

日
（
日
）
 

場
所
 小

学
校
グ
ラ
ン
ド
 

前
 
千
恵
子
 

姿
見
に
娘
の
化
粧
も
 春

の
色
 

会
長
 
辰
島
 
宗
一
 

俳
友
の
計
に
悲
し
み
の
 

春
の
雨
 

【
短
歌
】
 

辰
島
 
宗
一
 

荒
礎
の
裏
参
道
は
 

森
深
く
遠
く
に
鳴
き
し
 

驚
の
声
き
く
 

マ
ン
ジ
時
計
店
殿
 

こ
の
度
び
金
田
町
老
人
ク
ー
フ
 

ブ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
に
タ
 

イ
ム
計
を
御
寄
贈
下
さ
い
ま
 

し
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
プ
 

連
合
会
長
 
辰
島
 
宗
ー
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
 

代
 
表
 
岩
野
 
勝
義
 子どもの日 5月5日 

義 務 費 

42.97% 

727.437（千円） 

ーー物件費 8.34% 

ー維持補修費0.392% 
補助費7.1的％ 

ー貸付金0.349% 

ー繰出金 0.妬％ 

どロ鷺鷺驚15.74% 
失業対策事業24 .70% 

五
 
月
 
詠
 
草
 

公
民
館
短
歌
教
室
 

、
パ
 

、・・融Ww 
、
 

講
師
 
友
清
隆
雄
 

千
手
佐
起
子
 

歪
曲
せ
る
新
聞
記
事
に
抗
い
 

て
 
納
A

と
語
る
老
医
師
の
 

貌
 

岡
野
富
司
生
 

わ
れ
に
せ
し
如
く
に
母
は
内
 

孫
の
 

成
人
式
の
ネ
ク
タ
イ
 

直
す
 

退
取
者
の
会
に
久
々
に
出
し
 

夫
は
 
病
気
の
話
の
み
き
き
 

し
と
い
ふ
 

藤
林
 
俊
信
 

丹
精
を
こ
め
し
ア
ロ
ェ
の
し
 

な
び
る
る
 
し
ま
ひ
忘
れ
し
 

霜
深
き
朝
に
 

室
 

ト
ョ
 

菊
池
 

一
枝
 

枝
勢
り
庭
木
は
幹
も
あ
ら
は
 
白
秋
の
柳
川
に
遊
ぶ
一
日
を
 

に
て
 

北
風
の
中
に
寒
ざ
む
 
雨
降
る
小
舟
に
堀
割
を
ゆ
く
 

と
立
つ
 

並
川
 
君
子
 

三
宅
 
尚
美
 

茶
目
っ
気
に
振
舞
ひ
を
m
」
 
今
年
も
咲
い
た
学
び
の
庭
に
 

お
の
づ
か
ら
 
わ
が
心
他
人
 
美
し
く
 
桜
何
語
る
若
人
た
 

に
見
す
か
さ
れ
た
る
ら
し
 

ち
に
 

阿
部
 
重
宏
 

福
原
 
照
子
 

ふ
く
よ
か
な
バ
ラ
の
紅
芽
は
 
姉
よ
り
の
電
話
の
そ
ば
に
居
 

萌
え
た
ち
て
 
置
く
朝
露
の
 

し
母
が
 
伝
え
呉
れ
ぬ
と
悲
 

光
る
た
ま
ゆ
ら
 

し
み
て
云
ふ
 

山
口
 
倭
子
 

心
狭
く
も
の
思
ふ
と
き
し
ひ
 

て
思
ふ
 

煙
た
ゆ
た
ふ
阿
蘇
 

の
山
々
 

高
木
美
代
子
 

細
雨
降
る
筑
後
川
畔
に
つ
り
 

糸
を
 
た
ら
す
人
ら
が
ま
ば
 

ら
に
見
ゆ
ろ
 

藤
本
 
唯
彦
 

小
野
ト
メ
子
 

庭
先
に
花
切
り
居
れ
ば
登
校
 

す
る
 

女
童
が
お
ど
け
て
通
 

り
す
ぎ
た
り
 

福
田
 

昌
 

か
ら
し
菜
の
蓄
が
ま
じ
る
一
 

夜
漬
を
 
噛
め
ば
春
の
香
が
 

鼻
を
通
り
ぬ
く
 

格
子
な
き
牢
獄
の
如
き
病
院
 

の
 
生
活
に
も
馴
れ
ぬ
一
年
 

四
ケ
月
 

轟
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町
 

田
 

金
 

号
 

「
‘
'
 a

】 
第
 

知
ら
せ
 

会
計
の
窓
ロ
よ
り
連
絡
致
し
ま
す
一
 

従
来
本
町
の
諸
支
払
（
工
事
請
負
費
、
備
 
一 

品
、
消
耗
品
費
、
そ
の
他
）
は
毎
月
三
回
払
い
 

ー 

で
あ
り
ま
し
た
が
財
政
事
情
等
に
よ
り
、
昭
 
一 

和
五
十
六
年
五
月
よ
り
毎
月
＋
七
日
 
（当 

一 

日
が
日
曜
、
祝
祭
日
に
当
る
場
合
は
翌
日
）
 

一 

の
一
回
払
い
と
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
下
 

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

日

赤

募

金

に

こ

協

力

を

 

住

民

課

福

祉

係

 

ガ
あ
な
た
と
と
も
に
赤
十
字
I
 

が
本
年
の
国
際
標
語
と
き
ま
り
 

全
国
的
に
五
月
一
日
か
ら
三
十
 

一
日
ま
で
を
赤
十
字
運
動
月
間
 

と
し
、
募
金
に
ご
協
力
願
う
事
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
 

で
は
婦
人
会
の
方
々
が
奉
仕
団
 

と
し
て
皆
様
の
お
宅
に
お
伺
い
 

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
し
ま
す
。
人
道
博
愛
の
旗
印
 

の
も
と
年
額
三
百
円
以
上
の
社
 

員
に
加
入
し
ま
す
と
色
も
あ
ぎ
 

や
か
な
門
標
（
社
員
の
表
札
）
 

が
お
手
許
に
届
き
ま
す
。
新
社
 

員
に
是
非
な
ら
れ
る
よ
う
に
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

子
宮
ガ
ン
及
び
乳
ガ
ン
 

検
診
の
実
施
に
つ
い
て
 

住

民

課

保

健

係

 

0
日
時
 
昭
和
 56 

年
5
月
 15
 

日
 

O
料
金
 
子
宮
ガ
ン
検
診
 

（
金
曜
日
）
午
前
9
時
よ
 

町

負

担

 
一、 

一
五
〇
円
 

り
 12
 

時
ま
で
（
受
付
は
 10 

個
人
負
担
 

一、 

一
五
〇
円
 

時
 30 

分
ま
で
）
 

乳
ガ
ン
検
診
 

e
場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

町

負

担

 

八
〇
〇
円
 

個
人
負
 

八
〇
〇
円
 

電
話
②
O
五
五
五
番
 

0
申
し
込
み
先
 
役
場
保
健
係
 

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
 

投
与
の
実
施
に
つ
い
て
 

住

民

課

保

健

係

 

0
日
時
 
昭
和
 56 

年
5
月
 12
 

日
 

午
後
1
時
 30 

分
よ
り
3
時
 

ま
で
 

e
場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

田
該
当
者
 
生
後
3

ケ
月
か
ら
 

48 

ケ
月
ま
で
の
者
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

一
一
級
 
建
 
築
 

O
試
験
日
 

学
科
試
験
7
月
％
日
（
日
）
 

設
計
製
図
試
験
 

9
月
 13 

日
（
日
）
 

O
試
験
場
 

福
岡
市
西
区
七
隈
十
一
 

福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）
 

8

・ 10 

号
館
 

田
受
験
申
し
込
み
の
受
付
期
間
 

”
及
び
受
付
場
所
 

o
受
付
期
間
 

昭
和
 56 

年
5
月
 11
 

日
（
月
）
 

か
ら
5
月
 15
 

日
（
金
）
ま
で
 

・
受
付
場
所
 

県
庁
西
中
洲
分
館
及
び
県
 

土
木
事
務
所
建
築
課
（
福
 

岡
土
木
を
除
く
）
 

0
受
験
案
内
及
び
申
し
込
み
用
 

紙
の
交
付
 

4
月
 30 

日
（
木
）
か
ら
県
 

庁
建
築
課
別
室
建
築
士
係
 

（
電
話
七
四
一
ー
九
四
一
 

六
）
及
び
最
寄
り
の
県
土
 

※
な
る
べ
く
生
後
3
ケ
月
か
 

ら
 18 

ケ
月
の
間
に
2
回
投
 

与
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
 

O
も
っ
て
く
る
も
の
 

母
子
手
帳
、
印
鑑
 

◇
 

◇ 

◇ 

士
 
試
 
験
 

木
事
務
所
建
築
課
並
び
に
 

北
九
州
市
建
築
局
指
導
部
 

審
査
課
・
同
市
各
区
役
所
 

（
小
倉
北
区
役
所
を
除
く
 

）
に
お
い
て
交
付
す
る
。
 

O
そ
の
他
 

m
受
験
資
格
及
ぴ
手
続
き
等
 

に
関
す
る
間
合
わ
せ
の
窓
 

口
は
、
当
部
建
築
課
建
築
 

士
係
又
は
最
寄
り
の
県
土
 

木
事
務
所
建
築
課
と
す
 

る。 

②
受
験
に
関
す
る
問
合
わ
せ
 

及
び
受
験
案
内
等
を
郵
便
 

に
よ
り
請
求
す
る
場
合
は
 

受
験
区
分
（
学
科
か
ら
の
 

受
験
・
設
計
製
図
の
み
の
 

受
験
）
及
び
あ
て
先
、
郵
 

便
番
号
を
明
記
し
、
加
円
 

切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
 

筒
を
必
ら
ず
同
封
す
る
こ
 

と。 

危

険

物

取

扱

者

 

試

験

準

備

講

 習

会

 

一
、
講
習
日
時
 

昭
和
 56 

年
5
月
 31 

日
 
（日） 

9
時
ー
 17 

時
ま
で
 

二
、
講
習
場
所
 

田
川
市
千
代
町
6

の
3
 

田
川
市
中
央
公
民
館
 

三
、
講
習
科
目
 

o
危
険
物
関
係
法
令
 

o
基
礎
物
理
学
及
び
基
礎
化
 

学
 

o
危
険
物
の
性
質
並
び
に
火
 

災
予
防
及
び
消
火
方
法
 

四
、
受
講
申
込
み
 

昭
和
 56 

年
5
月
1

日
か
ら
5
 

月
 19 

日
ま
で
申
込
み
書
は
、
 

次
の
署
所
に
備
え
て
あ
り
ま
 

す
の
で
早
目
に
申
込
ん
で
下
 

さ
い
。
 

o
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
 

課
内
 

o
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
 

署
 

五
、
受
講
料
 

受
講
料
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
 

代
含
む
）
 

但
し
、
田
川
地
区
防
災
協
会
 

会
員
及
び
そ
の
従
業
員
で
会
 

員
証
明
書
提
出
し
た
者
に
限
 

り
二
千
五
百
円
と
す
る
。
 

六
、
携
行
品
 

昼
食
‘
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
 

kI 

※
受
験
願
書
の
受
付
は
、
5
月
 

1
日
か
ら
5
月
 19 

日
ま
で
に
 

前
記
受
講
の
受
付
署
所
に
お
 

い
て
受
付
け
い
た
し
ま
す
。
 

犯
罪
被
害
救
援
基
金
の
 

募
 
集
 
に
 
つ
 
い
 
て
 

田
 
川

警

察

 署
 

通
り
魔
殺
人
や
爆
弾
事
件
な
 

ど
の
凶
悪
な
犯
罪
に
よ
り
死
亡
 

し
た
り
、
重
障
害
を
負
っ
た
被
 

害
者
の
子
供
さ
ん
に
対
し
て
、
 

奨
学
金
を
支
給
す
る
た
め
の
財
 

団
法
人
「
犯
罪
被
害
救
援
基
金
 

」
が
近
く
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

通
り
魔
殺
人
等
の
被
害
者
の
 

遺
族
に
給
付
金
を
支
給
す
る
制
 

度
は
、
本
年
一
月
の
犯
罪
被
害
 

者
等
給
付
金
支
給
法
の
施
行
に
 

よ
り
、
す
で
に
発
足
し
て
い
る
 

の
で
あ
り
ま
す
が
、
給
付
金
の
 

額
等
に
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、
法
 

施
行
前
の
事
件
に
は
適
用
が
な
 

い
た
め
、
こ
の
制
度
だ
け
で
は
 

必
ず
し
も
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
 

の
遺
族
の
救
済
に
十
分
で
な
い
 

面
が
あ
り
ま
す
。
特
に
凶
悪
事
 

件
の
被
害
遺
児
が
毎
年
全
国
で
 

一
四
〇
人
な
い
し
一
五
〇
人
も
 

生
ま
れ
、
そ
の
多
く
が
経
済
的
 

理
由
に
よ
り
就
学
援
助
を
必
要
 

と
し
て
い
る
実
情
を
考
え
ま
す
 

と、 

一
層
こ
の
感
を
深
く
い
た
 

し
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
子
供
 

き
ん
達
に
奨
学
金
を
と
い
う
こ
 

と
で
、
財
団
法
人
設
立
の
運
び
 

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
 

こ
の
法
人
の
設
立
運
営
基
金
 

は
、
広
く
国
民
各
層
か
ら
浄
財
 

を
募
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
 

警
察
が
財
団
法
人
を
バ
ツ
ク
ア
 

ツ
プ
し
て
募
金
に
協
力
し
て
い
 

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
御
理
解
 

の
う
え
、
就
学
し
た
く
て
も
で
 

き
な
い
気
の
毒
な
犯
罪
被
害
遺
 

児
に
光
を
与
え
、
立
派
な
社
会
 

人
に
育
て
る
た
め
何
分
の
御
協
 

力
、
御
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
 

な
お
、
募
金
は
六
月
末
ま
で
 

と
な
っ
て
お
り
、
警
察
本
部
警
 

務
課
 
電
話
（
〇
九
ニ
）
七
四
一
 

ー
二
二
三
一
番
又
は
田
川
警
察
 

署
警
務
課
 
電
話
（
〇
九
四
七
 

四
）
②
二
一
二
〇
番
に
窓
口
を
 

設
け
て
お
り
ま
す
。
 

内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
 

方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
 

派
出
所
に
お
問
い
合
せ
下
 

さ
い
。
 

あ

り

が

 と
 
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

杉
木
 
吉
晴
 
様
 

木
下
 
定
夫
 
様
 

桑
野
 
朝
重
 
様
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

木
下
 
定
夫
 
様
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
．
 


